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※

～通年議会になると
　　　 どうなるの？～

議会をめぐる
関係図

本会議

会　期

通年議会になると
議会の主体性が高まります。
今まで、定例会の開催には市長の「招集」が必要でした
が、通年議会では、議長が必要なときに会議の開催を決
定できることから、特定の行政課題について協議するため
に開催するなど、活動の幅が広がることが期待されます。

通年議会になると
いつでも市議会の会議を開けるようになります。
市議会は会議が開ける「会期中」に活動することが基本となっています。
このため、「閉会」となる期間をなくし、１年間を通した会期とすることで、
災害の発生といった緊急時などにも、迅速で丁寧なチェックが行えるよ
う、必要に応じて本会議や委員会を開催できるようになります。

通年議会になると
委員会活動の充実につながります。
秦野市議会では４つの常任委員会（総務・文教福祉・環境都市・
予算決算）を組織しており、それぞれが所管する事務に特化した審
査を行いますが、原則、定例会会期中でないと活動できません。通
年議会では、この制約がなくなることから、市政の課題について、よ
り柔軟に審査できることとなり、委員会活動の幅が広がります。

通年議会になると
定例月会議を年４回開催し集中審議します。
会期は１年間となりますが、効率的な審議を図るため、現在の「３月・６
月・９月・12月」に準じた定例月会議での審議が基本となります。一方
で、緊急性の高い案件については「臨時会議」を開催して審議します。

予算や条例などを審議し
意思決定を行う会議です

委員会 特定の事項を専門的に審査する独立した会議です

議会が活動可能な期間のことです

議 会 市 長

市 民

国・県など

市民の声を聴く

話し合ってほしいことを
お願いする

市民のためになる
仕事を進める

選挙で選ぶ 選挙で選ぶ

議案の賛否や市民の要望などを伝える

予算（お金）や決まり（条例）などを提案する（議案）

要望などを出す
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あ
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あ
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秦野市公式 LINEやツイッターにおいても
発信しています

　　　 どうなるの？～

通年議会とは
（通年の会期）

議会が活動できる
期間（会期）を通年

（1年間）として、閉
会期間をなくし

必要に応じて本会
議、委員会を開ける

ようにするための制
度です。

（議会活性化の取り組みについて
　随時お知らせしています！）

次号はこちらから
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